
■

参
入
阻
止
価
格
論
と
寡
占
産
業

　
　
　
－
戦
後
日
本
経
済
に
見
る
新
規
参
入
の
事
例
と
頻
度
－

大
　
　
西

幹
　
　
弘

（ユ15）参入阻止価楕論と寡占産業

序

　
本
稿
の
目
的
は
、
現
在
、
寡
占
価
格
理
論
の
有
カ
な
一
潮
流
と

な
つ
て
い
る
参
入
阻
止
価
椿
論
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
論
理
構

造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
る
企
業
行
動
様
式
を
抽
出

し
た
上
で
、
寡
占
産
業
の
実
態
と
照
し
合
わ
せ
、
そ
の
現
実
的
有

効
性
を
吟
味
す
る
こ
と
に
あ
る
。
言
う
迄
も
無
く
参
入
阻
止
価
格

論
は
、
マ
ー
ク
．
ア
ツ
プ
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
お
け
る
目
標
マ
ー

ジ
ン
率
の
理
論
的
根
拠
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
点
で
価
格
理
論

の
歴
史
上
一
時
代
を
画
す
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
寡
占

価
格
論
体
系
に
占
め
る
位
置
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
定
ま
っ
た
評

価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
参
入
阻
止
価
格
を
以
て
寡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

占
価
誰
一
般
理
論
と
す
る
立
髪
ら
、
そ
の
存
在
自
体
を
童

す
る
立
揚
に
至
る
ま
で
多
様
な
見
解
が
存
在
し
て
い
る
。
本
稿
に

お
い
て
我
々
は
、
そ
れ
ら
を
逐
一
検
討
す
る
こ
と
は
止
め
、
あ
く

ま
で
実
際
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
参
入
阻
止
価
格
論
の
現
実
的
有
効

性
を
吟
味
す
る
こ
と
に
す
る
。
参
入
阻
止
価
格
に
関
す
る
従
来
の

諸
批
判
が
、
主
と
し
て
理
論
的
側
面
か
ら
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
基
本
的
に
は
我
々
が
、

如
何
な
る
経
済
理
論
と
難
も
現
実
か
ら
遊
離
し
た
ま
ま
で
は
無
意

味
で
あ
り
、
現
実
を
説
明
し
得
る
限
り
に
お
い
て
理
論
的
検
討
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

値
す
る
と
考
え
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
本
稿
の
構
成
は
、
ま
ず
「
一
、
参
入
阻
止
価
格
の
論
理
」
に
お

い
て
、
静
学
モ
デ
ル
と
し
て
は
現
在
最
も
進
ん
だ
モ
デ
ル
と
考
え
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ら
れ
る
寺
西
モ
デ
ル
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
要
及
ぴ
企
業
行
動
に

関
す
る
合
意
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
「
二
、
寡
占
産
業
の
現

実
ω
」
で
は
幾
つ
か
の
新
規
参
入
の
事
例
及
ぴ
企
業
行
動
の
実
態

調
査
た
る
金
融
財
政
事
情
研
究
会
調
査
の
デ
ー
タ
を
検
討
し
、
前

項
で
要
約
し
た
参
入
阻
止
価
椿
モ
デ
ル
と
の
対
比
を
行
な
う
。
ク

ロ
ス
・
セ
ク
シ
目
ン
デ
ー
タ
に
基
づ
く
参
入
阻
止
価
楕
論
の
現
実

的
有
効
性
の
検
証
が
こ
こ
で
行
な
わ
れ
る
。
「
三
、
寡
占
産
業
の

現
実
ω
」
で
は
、
戦
後
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
業
に
お
け
る
企

業
参
入
の
歴
史
を
産
業
需
要
・
生
産
能
力
．
価
格
水
準
の
動
向
等

に
注
目
し
つ
つ
考
察
し
、
参
入
阻
止
価
楕
モ
デ
ル
に
対
す
る
理
論

的
含
意
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
・
一
筈
㈱
、
寺
西
ω
、
高
須
晶
、
本
間
票
こ
の
立
弩
あ

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
〕

（
2
）
　
こ
の
見
解
を
採
る
諭
者
と
し
て
峯
。
Ω
。
。
㈱
、
松
田
0
8
が
挙
げ

　
ら
れ
る
。

（
3
）
　
参
入
阻
止
価
格
理
論
に
対
す
る
藷
家
の
批
判
は
大
略
次
の
五
点

　
に
要
約
さ
れ
る
。

　
1
．
方
法
論
批
判

　
　
ω
価
椅
か
ら
利
潤
を
導
く
の
は
方
法
論
的
転
倒
で
あ
る
と
す
る
批

　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
判
松
田
1
8
や
㎞
十
S
佐
々
木
払
甲
－
幸

　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
㈹
個
別
産
業
部
門
に
限
定
さ
れ
た
分
析
を
不
当
に
一
般
化
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
る
と
す
る
批
判
　
松
田
1
8
宅
・
宝
－
㎞
　
三
輸
2
2
や
饒
　
森
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
2
4
や
N
篭
　
米
田
4
6
や
一
室

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

H
．
供
給
制
隈
へ
の
疑
問

　
ω
供
給
制
隈
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
利
潤
率
は
高
ま
ら
な
い
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
る
批
判
　
佐
々
木
3
4
や
－
む
　
徳
重
4
2
o
，
H
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
㈹
供
給
制
限
は
縮
小
再
生
産
を
招
来
す
る
と
の
批
判
　
徳
重
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
○
甲
旨
o
－
一
　
海
野
4
4
竃
・
旨
①
－
N
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

．
皿
．
部
門
内
競
争
と
部
門
間
競
争

　
ω
部
門
間
競
争
制
限
か
ら
個
格
形
成
を
説
く
こ
と
は
誤
り
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
と
す
る
批
判
　
松
田
1
8
電
・
a
－
o
　
滴
野
3
7
や
H
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
㈹
部
門
内
競
争
の
分
析
が
欠
落
し
て
い
る
と
す
る
批
判
　
松
石
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
甲
、
、
。
〕
御
塞
．
新
困
景
、
三
一
一
謬
電
．
〒
、

　
　
佐
々
木
3
4
？
篶
阜
　
海
野
4
4
君
。
H
8
－
♪
勺
P
－
ミ
ー
o
。
一

　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
〔

　
　
t
や
ご
H
l
N
　
峯
o
Ω
鶉
2
0
弓
・
S
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
㈹
経
済
的
空
間
は
部
門
内
競
争
に
よ
り
消
滅
す
る
と
す
る
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
福
田
害
戸
、
串
－
伽
松
石
ω
増
．
、
、
卓
1
、
一
一
一
謬
。
．

　
　
さ
　
清
野
3
6
勺
や
H
ω
1
｛
　
徳
重
4
2
o
o
、
曽
H
l
。
。

　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

w
．
需
要
曲
線
に
つ
い
て

　
ω
寡
占
企
業
の
需
要
調
整
能
カ
を
無
視
し
て
い
る
と
の
批
判
　
清

　
　
　
〕

　
　
野
3
6
ガ
？
冨
1
い

　
　
　
〔

　
㈹
寡
占
闇
協
調
の
成
立
と
と
も
に
産
業
需
要
曲
線
は
上
方
に
シ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
ト
す
る
と
の
批
判
　
福
田
ω
o
・
・
。
①
　
海
野
岬
君
・
－
旨
－
仰

　
　
勺
勺
一
－
ω
o
－
］
・

V
．
一
面
性
批
判

436
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ω
対
小
企
業
に
お
け
る
支
配
従
属
関
係
を
無
視
し
て
い
る
と
の
批

　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
判
佐
々
木
3
4
弓
や
嵩
ω
－
阜

　
　
　
　
　
　
　
〔

　
㈹
寡
占
企
業
の
意
識
性
・
計
画
性
を
無
視
し
て
い
る
と
の
批
判

　
　
　
　
〕

　
　
森
岡
2
4
や
H
ξ
？
N
竃

　
　
　
　
〔

　
㈹
労
働
、
市
場
知
識
、
消
費
者
選
好
等
を
無
視
し
て
い
る
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
批
判
　
松
田
㎎
勺
－
s

　
　
　
　
　
　
　
〔

　
㈹
現
実
に
生
じ
た
参
入
の
事
例
釘
説
明
し
え
な
い
と
す
る
批
判

　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
松
石
1
9
や
N
畠
　
買
o
Ω
8
2
0
℃
や
彗
o
－
畢

　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
以
上
の
論
点
の
う
ち
本
稿
は
V
㈹
に
焦
点
を
あ
て
て
参
入
阻
止
価
椿

　
理
論
の
現
実
的
有
効
僅
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
伊
東
ω
の
言
う
様
に
「
事
実
は
け
っ
し
て
理
論
を
う
ち
倒
さ
」

　
ず
、
G
．
昌
O
）
、
「
理
諭
を
倒
す
も
の
は
ふ
た
た
ぴ
理
論
で
あ
る
」

　
（
ラ
冒
㎞
）
と
し
て
も
事
実
に
よ
る
理
論
検
証
の
試
み
は
怠
ら
る
ぺ

　
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
一
　
参
入
阻
止
価
樒
の
論
理

　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
田
巴
目
ω
、
身
一
畠
3
8
に
よ
り
創
始
さ
れ
呂
o
2
o
q
5
巳
2
3
の
定
式

　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

化
を
経
て
確
立
し
た
参
入
阻
止
価
格
論
は
、
寡
占
産
業
の
価
格
決

定
を
説
明
す
る
有
カ
な
仮
説
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

間
幾
つ
か
の
重
要
な
理
論
的
彫
琢
を
受
け
た
。
本
稿
で
は
こ
の
う

ち
静
学
的
側
面
に
限
定
し
て
要
約
を
行
な
い
考
察
を
進
め
る
。
我

々
が
議
論
を
静
学
面
に
隈
定
す
る
理
由
は
、
そ
れ
が
参
入
阻
止
価

格
論
の
想
定
す
る
企
業
行
動
様
式
を
〇
一
①
彗
－
o
算
な
形
で
合
意
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
以
下
我
々
は
静
学
モ
デ
ル
と
し
て

は
現
時
点
に
お
い
て
最
も
進
ん
だ
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
寺
西
モ

デ
ル
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

　
　
　
〕

　
寺
西
4
1
の
参
入
阻
止
価
格
モ
デ
ル
で
は
既
存
企
業
に
「
意
図
さ

　
　
　
〔

れ
た
過
剰
能
カ
」
す
な
わ
ち
計
画
的
遊
休
能
カ
が
発
生
す
る
。
仮

定
を
次
の
様
に
置
こ
う
。

　
〔
仮
定
〕

ω
産
業
需
要
曲
線
は
産
出
量
－
価
椿
平
面
に
お
い
て
右
下
が
り
で

一
定
で
あ
る
。

㈹
当
該
産
業
に
は
生
産
活
動
を
遂
行
す
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

最
小
最
適
生
産
規
模
が
存
在
す
る
。

㈹
潜
在
的
参
入
企
業
は
参
入
後
の
製
品
価
格
が
一
定
値
（
以
下
こ
。

れ
を
臨
界
価
格
と
呼
ぷ
）
以
下
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、
参

入
を
断
念
す
る
。

㈹
既
存
企
業
、
潜
在
的
参
入
企
業
と
も
に
産
業
需
要
曲
線
の
位
置

と
形
状
に
関
し
て
完
全
な
る
知
識
を
有
す
る
。

㈹
産
業
需
要
曲
線
上
で
は
高
価
格
に
は
高
利
潤
率
が
対
応
す
る
。

し
た
が
っ
て
臨
界
価
格
に
は
一
定
の
利
潤
率
水
準
（
以
下
こ
れ
を

臨
界
利
潤
率
と
呼
ぷ
）
が
対
応
す
る
。
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1図

が

産出量

　
　
　
　
、

－

一
　
　
　
　
　
　
テ

ー

一
　
　
　
　
一
Q

－－－－－－－－■－’

〆QQ　Q。

　
　
　
格

　
　
　
価
　
　
n
　
ハ

㈹
既
存
企
業
は
可
能
な
隈
り
の
高
利
潤
率
の
長
期
的
な
達
成
を
目

差
す
。

㈱
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て
も
既
存
企
業
間
に
は
協
調
が
成
立
し

う
る
。

㈲
潜
在
的
参
入
企
業
は
既
存
企
業
の
現
行
産
出
水
準
で
は
な
く
保

有
生
産
能
カ
を
基
準
と
し
て
参
入
の
可
否
を
決
定
す
る
。

　
こ
の
時
、
当
該
産
業
の
製
品
価
樒
は
図
1
の
孔
に
定
ま
る
。
但

し
、
刀
〃
一
産
業
需
要
曲
線
、
乃
一
臨
界
価
椿
、
伽
一
助
に
対
応

す
る
需
要
量
、
9
一
既
存
企
業
の
保
有
生
産
能
カ
、
勿
一
最
小
最

適
生
産
規
模
産
出
量
、
一
9
一
意
図
さ
れ
た
過
剰
能
力
、
こ
れ
は
保

有
生
産
能
カ
と
竃
1
－
§
（
限
界
収
入
1
1
限
界
費
用
）
に
対
応

す
る
産
出
量
の
差
分
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
、
ρ
一
標
準
操
業
度
、

（
め
ー
o
）
δ
に
よ
り
定
義
さ
れ
る
。

　
仮
定
に
よ
り
潜
在
的
参
入
者
は
既
存
企
業
の
保
有
生
産
能
カ
を

考
慮
し
て
参
入
の
意
思
決
定
を
行
な
う
の
で
あ
る
か
ら
、
・
参
入
阻

止
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
既
存
企
業
は
新
企
業
の
参
入
後
に
臨

界
価
格
を
も
た
ら
し
得
る
生
産
能
カ
を
保
有
す
れ
ぱ
十
分
で
あ
り
、

か
か
る
状
況
下
で
の
高
利
潤
率
の
追
求
は
既
存
企
業
を
し
て
§

…
き
．
に
対
応
す
る
価
楮
水
準
の
採
用
を
必
然
化
せ
し
め
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

あ
る
。
意
図
さ
れ
た
過
剰
能
カ
が
発
生
す
る
。

　
以
上
が
寺
西
モ
デ
ル
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
既
存
個
別
企

業
の
視
点
か
ら
見
た
氏
の
モ
デ
ル
の
構
造
を
、
仮
定
㈹
に
拠
り
つ

つ
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
仮
定
㈹
壮
製
晶
価
格
と
資
本
利
潤
率
の
対
応
関
係
を
産
業
需
要

曲
線
に
即
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
一
意
対
応
及
び
正

の
相
関
が
そ
の
内
容
を
成
す
。
利
潤
率
は
売
上
高
と
総
費
用
に
規

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
仮
定
の
背
後
に
は
特
定
の
費
用

構
造
が
想
定
さ
れ
て
い
る
に
相
違
な
い
。
我
々
は
そ
れ
を
図
2
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
2
は
規
模
・
生
産
技
術
に
関
し
全
く
等
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質
な
冊
社
か
ら
構
成
さ
れ
る
寡
占
産
業
諸
企
業
の
個
別
需
要
曲
線

§
、
、
限
界
収
入
曲
線
§
ブ
、
短
期
平
均
費
用
曲
線
匂
、
§
O
。
、
及
ぴ

短
期
限
界
費
用
曲
線
吻
・
§
ρ
を
同
一
の
産
出
量
－
価
格
平
面
上

に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
企
業
の
保
有
生
産
能
カ
、
す
な

わ
ち
最
適
生
産
規
模
は
短
期
平
均
費
用
が
最
小
と
な
る
水
準
め
言

で
あ
り
、
こ
の
点
を
越
え
る
と
限
界
費
用
の
上
昇
に
よ
り
、
ま
た

下
回
る
と
単
位
当
り
固
定
費
の
上
昇
に
よ
り
製
品
の
平
均
費
用
は

上
昇
を
始
め
る
。
所
与
の
生
産
設
備
の
も
と
で
の
極
大
利
潤
は
限

界
収
入
1
－
限
界
費
用
を
満
た
す
産
出
水
準
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る

2図

格
♂

s．〃．c．

J　∫．0．C．

　　一　　■　　■　■　■
一I■

■

産出量

m. r.: QlnH~ xln' 

p 'QlnQ/n Q./n 

ハ

R

の
で
あ
る
か
ら
、
潜
在
的
参
入
者
が
現
行
産
出
量
で
は
な
く
保
有

生
産
能
力
に
基
づ
き
参
入
の
可
否
を
判
断
す
る
と
の
想
定
の
下
で

は
、
既
存
帆
企
業
は
各
々
の
保
有
生
産
能
カ
ミ
さ
か
ら
9
さ
だ

け
産
出
水
準
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
企
業
の
参
入
を
阻

止
し
つ
つ
利
潤
極
大
化
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ

る
。

　
既
存
個
別
企
業
の
視
点
か
ら
み
た
寺
西
モ
デ
ル
の
論
理
は
以
上

の
様
で
あ
る
が
、
我
々
は
こ
こ
で
次
の
二
点
を
確
認
し
て
お
か
ね

ぱ
な
ら
な
い
。
第
一
に
仮
定
㈹
の
限
定
性
で
あ
る
。
仮
定
㈹
が
成

立
し
得
る
の
は
図
2
の
、
、
め
ミ
以
上
の
産
出
量
に
つ
い
て
で
あ

っ
て
、
、
冊
亀
s
以
下
の
範
囲
で
は
価
格
の
上
昇
と
と
も
に
利
潤
率

は
低
下
し
て
い
く
。
操
業
度
低
下
に
伴
う
固
定
費
用
あ
増
大
が
そ

の
原
因
で
あ
る
こ
と
竺
言
う
迄
も
無
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
図
1

に
お
い
て
仮
定
㈹
が
成
立
す
る
の
は
産
出
量
が
、
、
め
以
上
の
場

合
に
隈
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仮
定
㈹
の
限
定
性
、
こ
れ
が
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

認
さ
る
べ
き
第
一
の
点
で
あ
る
。

　
確
認
さ
る
べ
き
第
二
の
点
は
、
参
入
阻
止
価
格
の
成
立
に
仮
定

㈹
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
既
に
見
た

様
に
寺
西
モ
デ
ル
で
は
、
既
存
企
業
が
自
己
の
利
潤
率
の
極
大
化

を
目
差
し
て
各
自
合
理
的
に
行
動
す
る
隈
り
、
自
動
的
に
参
入
阻
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止
価
格
水
準
孔
が
達
成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
既
存
諸
企
業
が
規
模
．

費
用
構
造
に
関
し
て
同
一
で
あ
．
る
と
す
る
仮
定
に
よ
り
、
個
別
企

業
の
利
害
と
産
業
全
体
の
利
害
と
が
一
致
す
る
こ
と
の
必
然
的
帰

結
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
企
業
間
に
費
用
構
造
。
上
の
格
差
が
存

在
す
る
場
合
に
は
参
入
阻
止
価
樒
の
成
立
に
既
存
企
業
間
の
協
調

が
不
可
欠
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
如
何
に
し
て
企
業
間

の
利
害
が
調
整
さ
れ
参
入
阻
止
価
．
格
が
実
現
さ
れ
る
の
か
を
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
言
う
迄
も
無
く
こ
れ
は
寡

占
間
協
調
の
個
楕
理
論
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
具
体
化
に
他
な
ら
な
い
の

で
あ
っ
て
、
本
稿
で
要
約
し
た
寺
西
モ
デ
ル
は
等
質
企
業
の
仮
定

の
採
用
に
よ
り
こ
の
問
題
を
回
避
し
て
い
る
圭
言
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
参
入
阻
止
価
格
を
論
ず
る
に
際
し
、
確
認
さ
る
べ

き
第
二
の
点
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
以
上
我
々
は
寺
西
仰
に
拠
り
つ
つ
現
段
階
に
お
け
る
参
入
阻
止

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

価
格
静
学
モ
デ
ル
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿

の
課
題
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
そ
の
企
業
行
動
様
式
に
関
す
る
含

意
で
あ
る
。
我
々
切
見
る
と
こ
ろ
そ
れ
は
次
の
二
命
題
に
要
約
さ

れ
る
。

　
　
一
．
寡
占
企
業
の
基
本
的
行
動
様
式
は
新
規
参
入
の
阻
止
に
あ

　
　
　
る
。

　
二
．
新
規
参
入
の
阻
止
に
あ
た
っ
て
既
存
企
業
は
価
格
政
策
を
　
蜘

　
　
発
動
す
る
。

寡
占
企
業
の
行
動
目
標
は
長
期
利
潤
の
極
大
化
で
あ
呑
が
、
そ

れ
は
新
企
業
の
自
部
門
へ
の
参
入
を
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の

み
達
成
可
能
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
参
入
阻
止
は
既
存
諸
企
業
に
と

っ
て
利
潤
極
大
化
の
た
め
の
唯
一
の
手
段
に
他
な
ら
な
い
と
い
う

の
が
命
題
一
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
参
入
阻
止
価

楕
が
現
実
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
当
該
産
業
へ
の

新
企
業
の
参
入
は
原
理
的
に
あ
り
得
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
新
規

参
入
が
実
行
さ
れ
る
場
合
、
当
該
部
門
の
製
品
価
格
は
参
入
阻
止

価
樒
と
し
て
の
規
定
性
を
喪
失
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
寡
上
］
産

業
へ
の
新
規
参
入
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
は
寡
占
部
門
に
お
け
る

参
入
阻
止
価
格
の
現
実
的
有
効
性
を
検
討
す
る
こ
と
と
同
値
で
あ

り
・
参
入
頻
度
は
い
わ
ぱ
そ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
我
々
は
こ
の
課
魑
に
取
り
組
む

で
あ
ろ
う
。

　
命
題
二
は
自
部
門
へ
の
新
規
参
入
を
阻
止
す
る
に
あ
た
り
寡
占

企
業
が
採
用
す
る
政
策
手
段
を
特
定
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
、

価
格
水
準
は
産
業
需
要
曲
線
を
介
し
て
供
給
量
と
一
定
の
関
連
を

有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
価
格
政
策
は
同
時
に
供
給
政
策
と
も
呼



（12ユ）　参入阻止価猫論と寡占産業

び
得
る
性
格
を
持
つ
。
に
も
拘
ら
ず
本
稿
に
お
い
て
我
々
が
価
楕

政
策
の
名
称
を
採
用
す
る
理
由
は
、
新
規
参
入
が
行
な
わ
れ
る
場

合
、
参
入
後
に
一
定
の
価
格
水
準
（
1
1
臨
界
価
格
）
を
も
た
ら
す

様
に
供
給
量
の
調
整
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
既
存
企
業
の

参
入
阻
止
行
動
の
規
定
因
が
価
格
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

参
入
阻
止
の
手
段
と
し
て
は
こ
の
他
に
政
治
的
・
制
度
的
方
法
も

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
原
材
料
、
生
産
技
術
等
の
導
入
に
許
認

可
権
を
持
つ
監
督
官
庁
へ
の
圧
カ
に
よ
っ
て
自
都
門
へ
の
新
規
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
フ
〕

入
を
阻
止
す
る
、
と
い
っ
た
方
策
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
命
題

二
は
既
存
企
業
に
よ
る
か
か
る
非
経
済
的
政
策
手
段
の
採
用
可
能

性
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
れ
故
命
題
二
に
従
え
ば
何
ら
か
の
理
由

で
参
入
が
計
函
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
た
場
合
、
既
存
企
業
は
製
品

価
格
を
低
下
さ
せ
参
入
阻
止
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
我

々
は
三
に
お
い
て
こ
の
命
題
の
現
実
妥
当
性
を
検
討
す
る
で
あ
ろ

　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

、
つ　

以
上
我
々
は
参
入
阻
止
個
樒
論
の
概
要
と
そ
の
企
業
行
動
様
式

に
関
す
る
含
意
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
の
作
業
を
踏
ま
え
て
、

以
下
我
々
は
参
入
阻
止
価
楕
の
現
実
的
有
効
性
の
検
証
に
進
む
こ

と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
〕

　
（
ユ
）
　
大
和
瀬
3
2
に
拠
れ
ば
参
入
阻
止
個
楕
論
の
鵡
芽
は
既
に
＞
。

　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
〕

　
崔
彗
多
辻
－
〃
に
見
ら
れ
、
田
印
ぎ
、
o
o
芭
o
蜆
、
旨
o
巳
阻
ぎ
邑
に
よ
る
個
椅

　
　
　
　
〔

　
水
準
決
定
の
論
理
を
経
て
体
系
的
に
確
立
し
た
。
氏
は
こ
れ
を
「
現

　
代
参
入
阻
止
価
楴
論
の
発
展
の
第
一
段
階
」
と
呼
ぶ
。
以
後
勺
豊
巨
・

　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
o
q
一
彗
3
3
，
0
3
o
昌
①
3
1
等
に
よ
る
発
展
の
第
二
段
階
が
続
く
の
で
あ

　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
る
が
、
そ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
参
入
阻
止
を
貫
く
戦
略
と
参
入
を
許

　
容
し
て
も
高
価
楕
を
設
定
す
る
戦
略
と
の
比
較
考
量
が
行
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
第
二
段
階
に
お
け
る
戦
略
上
の
二
分
法
を
克
服
す
ぺ
く
状
況
に

　
応
じ
て
の
企
業
戦
略
の
切
り
換
え
を
想
定
し
、
そ
の
条
件
を
解
明
す

　
る
試
み
が
発
展
の
第
三
段
階
と
し
て
最
適
制
御
理
論
を
援
用
し
つ
つ

　
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

（
2
）
　
動
学
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
既
存
企
業
は
自
部
門
へ
の
新
企
業

　
の
参
入
を
許
容
し
つ
つ
所
与
の
期
間
内
に
お
け
る
自
己
の
目
的
関
数

　
の
極
犬
化
を
追
求
す
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
存

　
企
業
に
採
用
可
能
な
代
替
的
戦
略
の
一
環
と
し
て
参
入
阻
止
政
策
を

　
杷
握
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
事
実
上
寡
占
産
業
に
お
け
る
参
入
阻

　
止
政
策
の
一
般
性
を
否
定
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
乍
ら

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
本
来
参
入
阻
止
価
格
と
は
既
存
企
業
の
新
規
参
入
阻
止
政
策
を
価
格

　
理
論
に
投
影
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
想
定
さ
る
ぺ
き
既
存
企
業
の

　
行
動
様
式
は
新
規
参
入
の
許
容
で
は
な
く
阻
止
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

　
い
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
動
挙
モ
デ
ル
は
参
入
阻
止
価
椅
論
と
し

　
て
異
質
の
論
理
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
参
入
阻
止
価
格
の
現
実
的
有

　
効
性
の
吟
味
と
い
う
本
稿
の
課
題
の
検
討
対
象
に
は
不
適
当
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
ら
れ
る
。
な
お
動
学
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
小
野
3
0
第
六
章
、
拙
稿
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
参
照
の
こ
と
。
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（
3
）
　
最
小
最
適
生
産
規
模
は
限
界
需
要
曲
線
と
長
期
費
用
曲
線
の
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
点
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
峯
o
昌
o
q
旨
ま
2
3
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
〕

（
4
）
　
ほ
ぽ
同
様
な
参
入
阻
止
価
格
モ
デ
ル
が
北
原
1
3
第
三
章
、
峯
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
〕

　
5
目
蜆
昌
価
に
見
ら
れ
る
。
侶
し
北
原
氏
の
場
合
、
余
裕
能
カ
の
保

　
　
　
　
〔

　
有
は
短
期
的
に
は
利
潤
滅
を
も
た
ら
す
と
把
握
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、

　
そ
の
増
加
を
主
張
さ
れ
る
寺
西
氏
と
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
峯
…
－

　
凹
昌
血
昌
の
場
合
、
既
存
企
業
が
余
裕
能
カ
を
保
有
す
る
か
否
か
は

　
採
用
さ
れ
る
戦
略
次
第
で
あ
る
と
し
て
特
定
化
を
避
け
て
い
る
。

（
5
）
　
供
給
制
限
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
利
潤
率
は
高
ま
ら
な
い
と
す

　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
る
佐
々
木
3
4
マ
H
む
、
徳
重
4
2
，
H
胃
の
参
入
阻
止
価
楮
論
批
判

　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
認
識
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
6
）
　
参
入
阻
止
価
格
論
に
は
部
門
内
競
争
の
分
析
が
欠
落
し
て
お
り
、

　
部
門
内
競
争
の
結
果
経
済
的
空
閥
（
軸
十
め
）
は
消
滅
す
る
と
の
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
は
参
入
阻
止
価
格
論
の
想
定
す
る
部
門
内
協
調
（
高
須
賀
4
0
や
s
、

　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
鶴
田
4
3
や
遣
）
の
現
実
性
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し

　
　
〔

　
峯
o
Ω
8
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

　
　
参
入
阻
止
個
格
政
策
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
す
ぺ
て
の
寡
占
は
、

　
　
う
ま
く
制
御
さ
れ
た
カ
ル
テ
ル
を
結
成
す
る
た
め
に
産
出
量
と
価

　
　
格
に
つ
い
て
綿
密
に
協
調
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
恐

　
　
ら
く
か
つ
て
そ
れ
ほ
ど
完
金
な
カ
ル
テ
ル
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な

　
　
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
合
衆
国
に
お
い
て
一
般
的
で
な
い
こ
と
は

　
確
か
で
あ
る
。
論
理
と
歴
史
は
参
入
阻
止
個
楕
理
論
に
困
難
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
た
ら
す
o
峯
o
Ω
8
2
0
ラ
曽
H

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

（
7
）
　
こ
の
点
の
指
摘
は
今
井
㎎
第
三
章
に
見
ら
れ
る
。

二
　
寡
占
産
業
の
現
実
ω

　
前
節
に
お
い
て
我
々
は
参
入
阻
止
価
格
論
の
概
要
を
述
べ
、
そ

の
企
業
行
動
に
関
す
る
含
意
を
二
つ
の
命
題
と
し
て
明
ら
か
に
し

た
。
第
一
命
題
は
「
寡
占
企
業
の
基
本
的
行
動
様
式
は
新
規
参
入

の
阻
止
に
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
第
二
命
題
は
「
新
規
参

入
の
阻
止
に
あ
た
っ
て
既
存
企
業
は
価
楕
政
策
を
発
動
す
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
言
う
迄
も
無
く
参
入
阻
止
価
椅
と
は
新
企
業

の
自
都
門
へ
の
参
入
を
阻
止
す
べ
く
既
存
企
業
に
よ
っ
て
採
用
さ

れ
る
政
策
価
格
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
二
つ
の
命
魑
は

密
接
不
可
分
の
関
連
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
我

々
は
分
析
の
都
含
上
、
参
入
そ
れ
自
体
に
関
す
る
規
定
（
“
第
一

命
題
）
と
採
用
さ
れ
る
政
策
手
段
に
関
す
る
規
定
（
“
第
二
命

題
）
と
に
分
け
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
本
節
で
は

前
者
、
す
な
わ
ち
参
入
そ
れ
自
体
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
検
討

を
行
な
う
。

　
さ
て
寡
占
企
業
の
基
本
的
行
動
様
式
が
新
規
参
入
の
阻
止
に
あ

り
、
現
実
に
参
入
阻
止
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、

当
該
都
門
へ
の
企
業
参
入
は
見
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
逆
に
言

え
ぱ
新
企
業
の
参
入
が
行
な
わ
れ
る
場
合
、
当
該
産
業
の
製
品
価
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格
は
も
は
や
参
入
阻
止
価
椿
で
は
あ
り
得
ず
、
ま
た
既
存
企
業
の

基
本
的
行
動
様
式
が
新
規
参
入
の
阻
止
に
あ
る
と
も
断
定
し
得
な

く
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
新
規
参
入
の
有
無
は
参
入
阻
止
価

格
の
現
実
性
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
た
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の

見
地
に
立
っ
て
寡
占
産
業
の
現
実
を
見
渡
す
と
き
我
々
は
幾
つ
か

の
参
入
の
事
例
に
接
す
る
。
い
ま
そ
れ
を
戦
後
日
本
経
済
の
歴
史

か
ら
拾
っ
て
み
る
な
ら
ば
次
の
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＾
1
〕

　
板
ガ
ラ
ス
産
業

　
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
設
立
の
旭
硝
子
、
一
九
一
八
年

（
大
正
七
年
）
設
立
の
日
本
板
硝
子
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）

設
立
の
徳
永
硝
子
の
三
社
を
以
て
出
発
し
た
戦
後
板
ガ
ラ
ス
産
業

は
、
戦
後
復
興
の
波
に
乗
り
順
調
な
発
展
を
示
し
た
が
、
一
九
五

二
年
（
昭
和
二
七
年
）
日
本
板
硝
子
舞
鶴
工
揚
の
完
成
と
共
に
再

編
期
を
迎
え
た
。
そ
れ
ま
で
旭
硝
子
、
徳
永
硝
子
の
二
社
に
よ
っ

て
供
給
さ
れ
て
き
た
型
板
ガ
ラ
ス
、
縞
入
ガ
ラ
ス
、
網
入
板
ガ
ラ

ス
等
の
変
わ
り
板
ガ
ラ
ス
が
舞
鶴
工
場
の
完
成
と
共
に
日
本
板
硝

子
に
よ
っ
て
も
供
給
さ
れ
る
様
に
な
り
、
普
通
板
ガ
ラ
ス
を
合
め

て
三
社
間
で
全
面
的
な
販
売
競
争
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
販
売
競
争
の
主
役
は
製
品
価
格
の
切
り
下
げ
で
あ

っ
た
。
普
通
板
ガ
ラ
ス
並
厚
一
箱
の
メ
ー
力
－
建
値
は
競
争
開
始

時
点
の
二
八
O
○
円
か
ら
二
〇
〇
円
ず
つ
切
り
下
げ
ら
れ
、
遂
に

は
一
八
O
O
円
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て

三
社
間
に
話
し
合
い
が
持
た
れ
、
建
値
を
二
三
五
〇
円
と
す
る
こ

と
で
合
意
を
み
た
。
業
界
の
混
乱
は
こ
れ
で
終
止
符
を
打
つ
か
に

思
わ
れ
た
が
事
態
は
意
外
な
展
開
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
徳
永
硝

子
の
撤
退
で
あ
る
。
旭
硝
子
、
日
本
板
硝
子
と
異
な
り
独
自
の
流

通
網
を
持
た
な
か
っ
た
徳
永
硝
子
は
、
販
売
不
振
に
よ
る
製
品
在

庫
増
の
縞
果
、
翌
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
工
場
閉
鎖
に
追

い
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
板
ガ
ラ
ス
業
界
は
そ
の
後
暫
く
の
間
、

旭
硝
子
、
日
本
板
硝
子
両
社
に
よ
る
寡
占
体
制
が
続
く
。
そ
し
て

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
我
々
の
注
目
す
る
新
規
参
入
が
行

な
わ
れ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
硝
子
の
設
立
で
あ
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
硝

子
は
三
菱
系
の
旭
硝
子
、
住
友
系
の
日
本
板
硝
子
に
対
抗
す
べ
く

宇
部
曹
達
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
、
三
井
物
産
の
三
井
系
三
社
に
協

和
醸
酵
を
加
え
た
四
社
共
同
出
資
の
形
で
誕
生
を
み
た
の
で
あ
る

が
、
旧
徳
永
硝
子
の
技
術
者
を
社
員
に
迎
え
一
九
五
九
年
（
昭
和

三
四
年
）
か
ら
生
産
を
開
始
し
た
。
設
立
当
初
は
普
通
板
ガ
ラ
ス

及
ぴ
変
わ
り
板
ガ
ラ
ス
の
み
の
生
産
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九

六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
か
ら
は
よ
り
複
雑
な
製
造
工
程
を
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

と
す
る
磨
き
板
ガ
ラ
ス
の
供
給
も
行
な
う
様
に
な
り
、
ま
た
マ
ー
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ケ
ヅ
ト
シ
ェ
ァ
は
普
通
・
変
わ
り
板
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
一
九
五
九

年
の
○
・
五
％
か
ら
一
九
六
二
年
六
・
五
％
、
一
九
六
四
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

O
・
二
％
と
順
調
な
伸
ぴ
を
示
し
て
い
る
。
板
ガ
ラ
ス
産
業
へ
の

セ
ン
ト
ラ
ル
硝
子
の
参
入
は
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
業

　
日
本
軽
金
属
、
昭
和
電
工
、
住
友
化
学
工
業
の
三
社
で
ス
タ
ー

ト
し
た
戦
後
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
業
は
、
高
度
経
済
成
長
の

過
程
で
新
た
に
三
社
の
参
入
を
受
け
た
。
一
九
六
一
年
の
三
菱
化

成
工
業
に
よ
る
化
成
直
江
津
設
立
（
一
九
六
九
年
に
三
菱
化
成
に

吸
収
合
併
）
、
一
九
六
八
年
の
三
井
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
設
立
、

及
ぴ
一
九
七
三
年
の
住
軽
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
の
設
立
が
そ
れ
で

あ
る
。
以
下
、
三
社
の
新
規
参
入
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

ω
三
菱
化
成
　
三
菱
化
成
工
業
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
進
出
計
画

は
一
九
六
〇
年
二
一
月
末
に
発
表
さ
れ
、
翌
年
六
月
政
府
の
認
可

を
得
た
。
新
潟
県
直
江
津
市
に
年
産
五
万
ト
ン
の
精
錬
工
場
を
建

設
す
る
と
い
う
も
の
で
、
新
潟
地
方
に
豊
當
に
産
す
る
天
然
ガ
ス

を
用
い
た
発
電
に
よ
り
電
解
用
電
カ
を
自
給
す
る
こ
と
が
計
画
の

　
　
　
　
＾
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

眼
目
で
あ
っ
た
。
生
産
は
六
三
年
六
月
に
開
始
さ
れ
、
同
年
の
生

産
実
綾
は
八
四
四
〇
三
ト
ン
、
国
内
生
産
に
占
め
る
シ
ェ
ァ
は
一

七
・
六
％
で
あ
っ
た
。
以
後
六
九
年
一
九
・
三
％
、
七
〇
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

九
・
O
％
と
安
定
し
た
値
を
示
し
て
い
る
。

㈹
三
井
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
　
三
井
グ
ル
ー
プ
の
ア
ル
、
ミ
精
錬
進

出
計
画
は
、
折
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で
斜
陽
化
を
続
け
る
石

炭
産
業
振
興
の
名
の
も
と
に
立
案
さ
れ
た
。
三
井
鉱
山
三
池
炭
鉱

の
低
品
位
炭
を
用
い
て
自
家
発
電
を
行
な
い
精
錬
用
電
カ
と
し
て

利
用
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
眼
目
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
一
月
三

井
鉱
山
、
三
井
金
属
工
業
、
三
井
化
学
工
業
、
三
井
物
産
、
三
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

銀
行
の
五
杜
共
同
出
資
の
形
で
三
井
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
が
発
足
、

福
岡
県
大
牟
田
市
に
工
場
が
建
設
さ
れ
七
一
年
二
一
月
に
第
一
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
フ
）

工
事
が
、
七
五
年
一
月
に
第
こ
期
工
事
が
完
了
し
た
。
国
内
生
産

シ
ェ
ァ
は
一
九
七
〇
年
一
・
○
％
、
七
一
年
四
・
七
％
、
七
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

七
・
四
％
、
七
三
年
七
・
O
％
で
あ
る
。

㈹
住
軽
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
　
一
九
七
三
年
二
月
圧
延
加
エ
メ
ー

力
1
で
あ
る
住
友
軽
金
属
に
よ
り
設
立
さ
れ
七
七
年
か
ら
操
業
を

開
始
し
た
。
同
社
の
ア
ル
ミ
精
錬
進
出
計
画
は
既
に
七
一
年
に
明

ら
か
と
な
っ
て
い
た
が
、
同
じ
住
友
グ
ル
…
ブ
に
属
す
る
住
友
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

学
工
業
と
の
調
整
が
難
航
し
、
遅
れ
た
出
発
と
な
っ
た
。
国
内
生

産
に
占
め
る
シ
ェ
ァ
は
七
七
年
二
・
八
％
、
七
八
年
七
・
○
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
）

七
九
年
九
・
五
％
、
八
○
年
九
・
○
％
で
あ
る
。
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ア
ル
、
・
、
ニ
ウ
ム
精
錬
業
へ
の
新
規
参
入
の
試
み
は
こ
の
他
に
も

　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

幾
つ
か
見
ら
れ
た
が
、
業
界
の
反
対
、
経
済
環
境
の
変
化
等
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

り
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
ビ
ー
ル
醸
造
業

　
戦
後
ビ
ー
ル
醸
造
業
は
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
の
大
日

本
麦
酒
へ
の
過
度
経
済
カ
集
・
血
－
排
除
法
の
適
用
を
以
て
実
質
的
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
戦
時
中
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
に

麟
麟
、
大
日
本
の
二
社
に
築
約
さ
れ
た
ビ
ー
ル
メ
ー
力
ー
は
、
同

法
の
適
用
に
よ
り
麟
麟
、
日
本
、
朝
日
の
三
社
体
制
と
し
て
発
足

し
、
日
本
麦
酒
の
サ
ツ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
ヘ
の
社
名
変
更
（
一
九
六
四

　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

年
）
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
二
社
の
参
入
が
試

み
ら
れ
た
。
一
九
五
七
年
の
宝
酒
造
、
一
九
六
三
年
の
サ
ン
ト
リ

ー
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
焼
酎
メ
ー
力
1
と
し
て
高
い
知
名
度
を
誇
っ
て
い
た
宝
酒
造
は
・

一
九
五
七
年
群
馬
県
新
田
町
木
崎
に
ビ
ー
ル
エ
場
を
新
設
し
、
タ

カ
ラ
ビ
ー
ル
を
発
売
し
た
。
ド
イ
ツ
の
設
備
・
技
術
を
導
入
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阯
〕

本
樒
的
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
と
い
う
触
込
み
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
夕

カ
ラ
の
前
途
に
は
二
つ
の
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
。

消
費
者
の
ブ
ラ
ン
ド
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
と
先
発
三
社
に
よ
る
流
通
網

支
配
で
あ
る
。
「
キ
リ
ン
」
、
「
サ
ツ
ポ
ロ
」
、
「
ア
サ
ヒ
」
の
先
発

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

フ
ラ
ン
ド
は
既
に
一
八
八
O
年
代
に
使
用
が
開
始
さ
れ
、
消
費
者

に
馴
染
み
の
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
中
で
も
「
キ
リ
ン
」
ブ

ラ
ン
ド
の
威
カ
は
絶
大
で
あ
り
、
銘
柄
間
に
品
質
上
の
楕
差
は
存

在
し
な
い
と
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
い
く
ら
張
ら
れ
て
も
消
費
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

忠
誠
心
は
徴
動
だ
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
強
カ
な
ブ
ラ
ン

ド
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
前
に
し
て
、
タ
カ
ラ
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
の
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

率
な
販
売
リ
ベ
ー
ト
の
提
供
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一

方
、
流
通
網
に
つ
い
て
は
先
発
三
社
と
卸
売
業
者
の
間
に
京
浜
、

北
九
州
の
「
併
売
地
区
」
を
除
い
て
他
の
銘
柄
を
取
り
扱
わ
な
い

と
す
る
「
排
他
的
拘
束
条
件
つ
き
の
専
売
契
約
」
（
排
他
的
特
約

店
制
度
）
が
締
結
さ
れ
て
い
た
。
先
発
三
社
は
こ
の
契
約
を
楯
に
、

タ
カ
ラ
の
参
入
に
際
し
て
卸
売
業
者
に
圧
カ
を
か
け
、
タ
カ
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
）

ラ
ン
ド
の
取
り
扱
い
を
止
め
る
よ
う
説
得
し
た
と
い
う
。
タ
カ
ラ

は
独
自
の
販
売
網
の
組
織
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
タ
カ
ラ
は
一
九
六
一
年
に
二
・
六
％
の
シ
ェ
ァ
を
占
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

ほ
ど
の
善
戦
を
演
じ
た
が
遂
に
カ
尽
き
、
一
九
六
七
年
京
都
工
場

を
麟
麟
に
、
群
馬
工
場
を
サ
ヅ
ポ
ロ
一
に
売
却
し
て
ビ
ー
ル
業
界
か

ら
撤
退
し
た
。
　
　
．

　
一
方
、
洋
酒
メ
ー
力
－
最
大
手
の
サ
ン
ト
リ
ー
は
醸
造
工
場
を

東
京
都
府
中
市
に
建
設
し
、
一
九
六
三
年
四
月
「
サ
ン
ト
リ
ー
ビ

螂
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ー
ル
L
の
ブ
ラ
ン
ド
を
以
て
ビ
ー
ル
業
界
に
参
入
し
た
。
若
者
の

ピ
ー
ル
、
デ
ン
マ
ー
ク
風
ピ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
こ
と

に
よ
り
先
発
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
消
費
者
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
切
り

　
　
　
　
　
＾
2
0
）

崩
し
を
図
る
一
方
、
洋
酒
で
培
っ
た
実
カ
を
武
器
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
の
販
売
ル
ー
ト
を
獲
得
し
、
一
九
七
〇
年
に
は
四
．
四
％
の
シ
。

エ
ァ
を
確
保
す
る
迄
に
至
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
年
の
先
発
三

社
の
シ
ェ
ア
は
腓
麟
五
五
・
四
％
、
サ
ヅ
ポ
ロ
ニ
三
％
、
朝
目
一

　
　
　
　
　
　
＾
2
1
〕

七
・
二
％
で
あ
っ
た
。
苦
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、

サ
ン
ト
リ
ー
の
参
入
は
現
在
迄
の
と
こ
ろ
一
応
の
成
果
を
上
げ
た

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
み
て
き
た
様
に
新
規
参
入
の
事
例
は
典
型
的
寡
占
産
業
と
見
倣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
〕

し
得
る
事
業
分
野
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
部

門
で
は
少
な
く
と
も
参
入
が
実
行
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
価
楕
は

も
は
や
参
入
阻
止
価
格
で
は
な
い
。
板
ガ
ラ
ス
産
業
、
ア
ル
、
・
、
ニ

ウ
ム
精
錬
業
、
ビ
ー
ル
醸
造
業
で
は
戦
後
幾
つ
か
の
新
規
参
入
が

試
み
ら
れ
、
ビ
ー
ル
の
宝
酒
造
を
除
い
て
悉
く
成
功
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
参
入
阻
止
価
椿
の
寡
占
価
格
と
し
て
の
一

般
性
に
疑
問
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
参
入
阻
止

価
格
が
成
立
し
て
い
る
下
で
は
新
企
業
の
参
入
は
原
理
的
に
は
あ

り
得
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
。
る
。
我
々
は
新
規
参
入
が
実
行
さ
れ

る
時
点
で
の
製
品
価
格
に
は
、
参
入
阻
止
価
格
と
は
異
な
っ
た
規

定
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
寡
占
価
格
と
し
て
の
参
入
阻
止
価
椿
の
一
般
性
に
疑

問
符
が
加
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
寡
占
産
業
に
お
け
る
参
入
阻
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

価
楕
の
存
在
そ
れ
自
体
が
否
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
我
々
の
取

り
上
げ
な
か
っ
た
産
業
に
お
い
て
新
規
参
入
が
阻
止
さ
れ
て
い
た

か
も
知
れ
ず
、
或
い
は
か
か
る
事
業
分
野
が
寡
古
産
業
の
少
な
か

ら
ぬ
部
分
を
占
め
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
検

討
さ
る
ぺ
き
こ
と
は
、
新
規
参
入
の
見
ら
れ
る
部
門
の
寡
占
産
業

総
体
に
占
め
る
比
重
で
あ
る
。
こ
の
比
重
が
大
き
い
程
、
参
入
阻

止
価
格
論
の
現
実
的
有
効
性
が
低
下
す
る
こ
生
言
う
迄
も
無
い
で

あ
ろ
う
。
我
々
は
現
実
に
生
じ
た
幾
つ
か
の
参
入
事
例
を
以
て
、

参
入
阻
止
価
格
の
寡
占
価
格
と
し
て
の
一
般
性
に
疑
問
を
提
起
し

た
。
そ
れ
故
次
に
為
さ
る
べ
き
こ
と
は
寡
占
産
業
に
お
け
る
参
入

阻
止
価
楕
論
の
有
効
性
の
程
度
を
確
定
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
以
下
検
討
す
る
金
融
財
政
事
情
研
究
会
調
査
は
、
不
十

分
な
が
ら
も
こ
の
我
々
の
課
題
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

　
金
融
財
政
事
情
研
究
会
調
査

　
金
融
財
政
事
情
研
究
会
調
査
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
委
託
に

よ
り
社
団
法
人
金
融
財
政
事
情
研
究
会
が
東
証
一
部
、
二
部
上
場

446
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表1新規参入と価楕決定方式

新規参入
価格決定方法 なかった あった 無回答 合計
需 給 決 定 型 72 45 1 118

限 界 原 理 型 14 6 1 21

目 標 利 益 型 21 8 0 29

フル・コスト型
14 15 1 30

トヅプ企業追随型
14 5 O 19

輸入品価楮参考型 4 1 O 5
プロダクト・ラインによる予定価格型 5 ヰ 0 ．g

買手支払能カ型 1 O 0 1
そ の 他 8 3 O 11

無 回 答 O 1 0 1

合 計 153 88 3 244

の
製
造
業
九
一
一
社
を
対
象
と
し
て
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一

年
）
に
行
な
っ
た
企
業
の
価
樒
決
定
行
動
実
態
調
査
で
あ
る
。
調

査
は
質
問
票
形
式
を
と
り
、
二
四
四
社
か
ら
回
答
を
得
た
。
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

結
果
は
『
製
品
価
格
決
定
に
関
す
る
企
業
行
動
分
析
』
（
文
献
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
我
々
の
議
論
も
こ
れ
に
従

う
。
同
様
の
実
態
調
査
は
山
口
大
学
に
よ
り
一
九
七
二
年
に
（
文

献
o
ω
）
、
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
i
に
よ
り
一
九
七
四
年
に
（
文

　
〕
献
2
8
）
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
連

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
響

を
有
す
る
調
査
事
項
は
こ
の
両
者
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
さ
て
金
融
財
政
事
情
研
究
会
調
査
の
内
容
は
大
き
く
四
つ
に
分

　
　
　
　
　
〕

か
れ
る
。
文
献
1
2
に
従
っ
て
そ
れ
ら
を
列
挙
す
れ
ば
「
価
格
決
定

　
　
　
　
　
〔

方
式
に
影
響
す
る
市
場
構
造
要
因
」
、
「
企
業
の
価
格
改
訂
行
動
と

市
場
構
造
」
、
「
企
業
の
価
樒
決
定
と
経
営
政
策
」
、
「
価
格
決
定
に

お
け
る
原
価
の
役
割
」
で
あ
る
が
、
我
々
の
関
心
を
引
く
の
は

「
価
格
決
定
方
式
に
影
響
す
る
市
場
構
造
要
因
」
の
項
目
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
財
の
性
質
（
生
産
財
・
消
費
財
）
或
い
は
生
産
形
態

（
見
込
生
産
・
注
文
生
産
）
と
価
格
決
定
方
法
の
関
連
等
が
考
察

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
課
題
と
の
関
わ
り
で
注
目
す

ぺ
き
は
新
規
参
入
に
関
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
表
一
を
参
照
さ
れ

た
い
。
こ
れ
は
各
企
業
の
採
用
す
る
価
楕
決
定
方
法
と
各
企
業
の

447
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主
カ
製
品
市
場
へ
の
過
去
五
年
間
の
新
規
参
入
に
つ
い
て
の
分
析

　
　
　
　
　
　
〕

で
あ
り
、
文
献
1
2
（
や
旨
）
で
は
比
率
表
現
で
あ
っ
た
も
の
を

　
　
　
　
　
　
〔

企
業
実
数
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
価
格
決
定
方
法
の
う
ち

目
標
利
溢
型
、
フ
ル
．
コ
ス
ト
型
及
び
ト
ヅ
プ
企
業
追
随
型
は
通

常
寡
占
産
業
に
特
徴
的
な
方
式
と
見
微
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
三
つ
の
形
態
に
関
し
て
新
規
参
入
の
比
率
を
求
め
れ
ぱ
我
々

の
目
差
す
参
入
阻
止
価
格
論
の
有
効
性
の
確
定
が
可
能
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
事
柄
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
我
々
は
少
な

く
と
も
次
の
二
点
を
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
こ
の

三
つ
の
価
楮
決
定
方
法
が
寡
占
産
業
に
特
徴
的
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
は
こ
の
価
椅
決
定
方
法
を
採
る
企
業
が
す
べ
て
寡
占
企

業
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
寡
占
企
業
が
す

べ
て
こ
の
三
つ
の
価
格
決
定
方
法
の
い
ず
れ
か
を
採
用
す
る
と
い

う
訳
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ぱ
ト
ヅ
プ
企
業
追

随
型
の
個
格
決
定
方
法
は
プ
ラ
イ
ス
・
リ
i
ダ
ー
シ
ヅ
プ
の
成
立

し
て
い
る
寡
占
産
業
に
お
い
て
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
以
外
の
企
業

が
採
用
す
る
価
格
決
定
方
法
で
も
あ
り
得
る
し
、
競
争
的
産
業
に

属
す
る
企
業
の
受
動
的
価
格
決
定
態
度
の
表
現
で
も
あ
り
得
る
の

で
あ
る
。
ま
た
競
争
的
寡
占
で
は
需
給
決
定
型
の
価
樒
決
定
方
法

が
採
用
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
三
つ
の
個
格
決
定

方
法
を
採
る
企
業
を
以
て
寡
占
企
業
と
規
定
す
る
こ
と
に
は
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
妬
）

な
リ
ス
ク
が
伴
う
と
言
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
第
二
に
企
業
数
の
比

率
は
必
ず
し
喝
産
業
数
の
比
率
を
表
現
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
我
々
が
必
要
と
す
る
の
は
新
規
参
入
の
見
ら
れ
る
寡
占
産
業

の
全
寡
占
産
業
数
に
対
す
る
比
率
で
あ
る
が
、
こ
の
比
率
が
企
業

数
レ
ベ
ル
で
の
比
率
と
一
致
す
る
の
は
各
寡
占
産
業
が
す
べ
て
同

一
数
の
企
業
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
本
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
〕

に
お
い
て
は
か
か
る
条
件
は
満
た
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
故
企
業

数
比
率
を
以
て
産
業
数
比
率
に
代
替
す
る
こ
と
に
は
間
題
が
残
る

と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
以
上
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
は

言
え
、
そ
れ
を
承
知
の
上
で
、
我
カ
は
以
下
こ
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
参
入
阻
止
価
格
論
の
有
効
性
の
程
度
を
検
証
し
て
み
よ
う
と
思

う
。　
表
一
に
拠
れ
ぱ
目
標
利
益
型
の
価
格
決
定
方
法
を
採
る
企
業
は

二
九
社
、
フ
ル
・
コ
ス
ト
型
は
三
〇
社
、
ト
ッ
プ
企
業
追
随
型
は

一
九
社
で
あ
る
。
先
の
問
題
点
が
残
る
に
せ
よ
こ
れ
ら
を
す
べ
て

寡
占
企
業
と
見
微
す
こ
と
に
す
れ
ば
そ
の
総
数
は
七
八
社
と
な
る
。

こ
の
う
ち
主
カ
製
品
市
場
に
お
い
て
過
去
五
年
間
に
新
規
参
入
を

経
験
し
た
企
業
は
目
標
利
益
型
八
社
、
フ
ル
・
コ
ス
ト
型
一
五
社
、

ト
ヅ
プ
企
業
追
随
型
五
社
の
計
二
八
社
で
あ
る
。
従
っ
て
全
寡
占

4姻
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表2需要の予想成長率と薪規参入

販売量の予想
　　年平均伸
　　　　ぴ率

新規参入

O％

未満

0－55－10－15～20％
％　　ユO％　15％　20％　以上

未満　未満　未満　未満

計合無
回

件数％答

15366，7

33．3

0．O

69．6・55，6　54，5　45．5　0，0

28，6　　44，4　　45，5　　54．5　　100．0

ユ。8　　　0．O　　　O．0　　　0．0　　　0．O

7ユ．4　　　62，7

25，7　　　　36．1

2．9　　1．2

100．0

　　6

100．0

　112

100．0　　100．0　　100．0　　100．0

　　63　11　ユ1　　6

100．0

　　35

100．0

なかった

あった

無回答
鎚

244

　
数

％　
件

計合

企
業
の
轟
＼
富
が
新
規
参
入
を
経
験
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
三
六
％
に
等
し
い
。
そ
れ
故
我
々
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
寡
占
企

業
の
約
四
割
に
は
参
入
阻
止
価
樒
論
が
妥
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
値
は
参
入
阻
止
価
格
論
の
寡
占
価
格
と
し
て
の
一
般
性
の
主

張
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
寡
占
企
業
の
約
四

割
が
新
規
参
入
を
経
験
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
先
の
二
点
を
留
保

し
た
と
し
て
も
、
寡
占
産
業
に
お
い
て
企
業
参
入
が
無
視
し
得
な

い
程
度
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々

が
見
た
板
ガ
ラ
ス
産
業
、
ア
ル
ミ
精
錬
業
、
ビ
ー
ル
醸
造
業
の
参

入
事
例
は
、
寡
占
産
業
に
お
い
て
決
し
て
例
外
的
な
事
態
と
は
言

い
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
様
な
理
論
と
現
実
の
乖
離
は
一
体
ど
こ
か
ら
生

じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
に
寡
占
産
業
の
四
割
に
は
参
入
阻
止

価
格
モ
デ
ル
の
世
界
が
現
出
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
同
調
査
中
（
文
献
吻
勺
－
簑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

に
あ
る
。
我
々
が
表
二
と
し
て
掲
げ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
表
二
は
調
査
時
点
か
ら
向
こ
う
五
年
間
に
予
想
さ
れ
る
主
力
製

品
販
売
量
の
年
平
均
伸
ぴ
率
、
す
な
わ
ち
需
要
の
予
想
成
長
率
と

過
去
五
年
間
に
お
け
る
当
該
部
門
へ
の
新
規
参
入
の
関
連
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ぱ
向
こ
う
五
年
間
の
主
カ
製
品
の
需
要
成
　
螂
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長
率
が
○
％
未
満
と
予
想
さ
れ
る
企
業
は
六
社
で
あ
り
、
う
ち
過

去
五
年
間
に
新
規
参
入
を
経
験
し
た
企
業
は
二
社
す
な
わ
ち
三

三
・
三
％
・
経
験
し
な
i
か
っ
た
企
業
は
四
社
す
な
わ
ち
六
六
．
七
。

％
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
表
は
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
一
見
し
て
明
ら

か
な
様
に
、
新
規
参
入
を
経
験
し
た
企
業
の
割
合
は
需
要
の
予
想

成
長
率
が
高
ま
る
程
増
大
す
る
。
予
想
成
長
率
が
○
％
未
満
で
は

三
三
・
三
％
の
企
業
し
か
参
入
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

一
0
1
一
五
％
で
は
四
五
・
五
％
の
企
業
が
、
一
五
ー
二
〇
％
で

は
五
四
・
五
％
の
企
業
が
参
入
を
経
験
し
て
お
り
、
予
想
成
長
率

が
二
〇
％
以
上
の
場
合
に
至
っ
て
は
全
企
業
が
新
規
参
入
を
経
験

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
需
要
の
予
想
成
長
率
が
新
企
業
の
参
入
と

密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
、
従
っ
て
需
要
の
予
想
成
長
率
が
何

ら
か
の
形
で
新
規
参
入
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
こ
の
事
実
は
参
入
阻
止
価
格
モ
デ
ル
．
に
と
っ
て
重
犬
で
あ
る
。

何
故
な
ら
も
し
潜
在
的
参
入
者
が
需
要
の
予
想
成
長
率
を
主
た
る

メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
参
入
の
可
否
を
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

現
行
価
格
水
準
は
も
は
や
新
規
参
入
と
直
接
的
に
は
何
ら
の
関
連

も
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
で
要
約
し
た
参
入
阻

止
価
楮
モ
デ
ル
に
即
し
て
言
え
ば
、
潜
在
的
参
入
者
の
参
入
態
度

に
つ
い
て
の
仮
定
㈹
㈱
に
疑
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後

程
我
々
は
こ
の
問
題
に
立
ち
返
る
で
あ
ろ
う
。

　
臥
上
一
我
々
は
板
ガ
ラ
ス
産
業
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
業
、
ピ

ー
ル
醸
造
業
に
お
け
る
新
規
参
入
の
事
例
を
跡
付
け
、
然
る
後
金

融
財
政
事
憎
研
究
会
調
査
に
基
づ
き
参
入
阻
止
価
格
論
の
有
効
性

を
検
証
し
た
。
典
型
的
寡
占
産
業
に
お
い
て
も
新
規
参
入
が
見
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
寡
占
産
業
総
体
に
と
っ
て
も
例
外
的
事

態
と
は
言
い
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
参

入
阻
止
価
格
モ
デ
ル
の
世
界
で
は
参
入
は
原
理
的
に
あ
り
得
な
い
。

従
っ
て
本
節
で
の
我
々
の
分
析
は
参
入
阻
止
価
樒
の
寡
上
］
価
椅
と

し
て
の
一
般
性
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
潜
在
的
参
入
企
業
の
参

入
態
度
に
関
す
る
仮
定
の
う
ち
に
理
論
と
現
実
の
乖
離
の
起
因
が

あ
る
こ
と
を
我
々
は
指
摘
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
新
規
参
入
の
不
在
は
、
直
ち
に
当
該
産
業
に
お
け
る

参
入
阻
止
価
格
の
実
在
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
既
存
企
業

の
価
楕
政
策
以
外
の
理
由
で
参
入
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
前
節
で
述
べ
た
様
に
参
入
阻
止
価
格
の

存
在
を
主
張
し
得
る
た
め
に
は
、
新
規
参
入
の
不
在
と
と
も
に
、

何
ら
か
の
理
由
で
参
入
が
試
み
ら
れ
た
と
き
価
楕
政
策
を
発
動
し

参
入
者
を
放
逐
す
る
と
い
う
既
倖
企
業
の
ア
グ
レ
ソ
シ
ヴ
な
行
動

様
式
が
検
出
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
我
々
は
次
節
で
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ

450
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ム
糟
錬
業
を
例
解
に
こ
の
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
（
1
）
　
以
下
の
分
析
は
岩
田
1
0
第
六
革
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
（
2
）
　
磨
き
板
ガ
ラ
ス
は
普
遁
板
ガ
ラ
ス
に
「
あ
ら
け
づ
り
」
、
「
艶
出

　
　
し
」
、
「
洗
潅
」
を
二
回
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
。
岩
田

　
〕

　
　
1
0
や
H
旨
参
照
。

　
〔

　
　
　
　
　
〕

　
（
3
）
　
岩
田
1
0
や
－
宝
表
9
N

　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

（
4
）
　
佐
藤
．
藤
井
班
や
さ
、
日
軽
金
祉
史
編
集
室
η
o
℃
、
ひ
o
．
1
o

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

（
5
）
　
越
後
固
勺
・
轟
な
お
こ
の
原
賞
料
は
東
洋
経
済
『
統
計
月
報
』

　
．
s
争
o
o
泣
で
あ
る
。

（
6
）
　
日
軽
金
社
史
編
集
室
刎
勺
や
胃
唱
1
8

（
7
）
　
中
島
・
村
津
”
や
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
■

（
8
）
　
軽
金
属
協
会
1
1
．
ご
肯

　
　
　
　
　
　
　
　
■

（
9
）
　
中
島
・
村
津
％
O
，
o
．
o

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

（
加
）
　
目
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
連
盟
u
．
o
o
o
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

（
1
1
）
　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
旧
八
幡
製
鉄
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
進
出

　
計
画
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
に
豊
窟
に
存
す
る
ラ
テ

　
ヲ
イ
ト
を
原
料
に
ア
ル
、
ミ
精
錬
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
、
米
国

　
の
カ
イ
ザ
ー
．
ア
ル
ミ
ナ
ム
と
の
資
本
提
携
・
技
術
援
助
の
覚
書
調

　
印
ま
で
行
な
わ
れ
た
。
今
井
⑧
勺
・
－
8
、
中
島
・
村
津
瑚
勺
や
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
I
o
．
N
参
照
。

（
1
2
）
　
ア
ル
、
・
・
精
錬
業
に
と
っ
て
二
次
に
わ
た
る
石
油
シ
目
ヅ
ク
の
影

　
響
は
と
り
わ
け
犬
き
か
っ
た
。
別
名
「
電
気
の
缶
詰
」
と
呼
ば
れ
る

　
ほ
ど
精
錬
エ
程
で
電
カ
を
消
費
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
生
産
に
と
っ

　
て
、
安
価
な
電
カ
の
供
給
は
国
際
競
争
カ
を
維
持
す
る
上
で
の
大
前

提
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
電
カ
コ
ス
ト
は
昭
和
四
八
年
以
来
こ
の

十
年
閥
で
約
六
倍
に
膨
ら
み
、
水
カ
、
石
炭
火
カ
を
主
と
す
る
米
国
、

カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
三
倍
か
ら
十
倍
近
く
に
上
昇
し
て
し

ま
っ
た
（
日
本
経
済
新
聞
．
o
．
N
令
α
泣
旨
四
盤
さ
）
。
国
内
ア
ル
ミ

精
錬
業
か
ら
の
住
軽
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
の
撤
退
・
解
散
（
．
o
。
～
舟

㎞
泣
ω
H
皿
）
は
業
界
の
苦
悩
を
象
徴
す
る
塾
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

（
1
3
）
　
公
正
取
引
委
員
会
此
や
卓

　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
〔

（
1
4
）
　
荻
原
2
9
勺
．
冨
o

　
　
　
　
　
■

（
1
5
）
　
荻
原
2
9
電
．
H
N
0
－
－

　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
〕

（
1
6
）
　
小
西
・
橋
本
1
4
宇
。
。
～

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

（
〃
）
　
独
占
分
析
研
究
会
ω
勺
や
志
N
1
ω
参
照
。
ち
な
み
に
リ
ペ
ー

　
ト
額
は
H
b
o
o
I
－
㌔
遣
箱
（
一
箱
1
－
一
ダ
ー
ス
入
り
）
の
段
階
で
一

　
箱
当
り
キ
リ
ン
十
円
、
サ
ッ
ポ
ロ
・
ア
サ
ヒ
ニ
六
円
、
サ
ン
ト
リ
ー

　
五
五
円
に
対
し
タ
カ
ラ
は
百
円
を
出
し
た
事
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〕

（
1
8
）
　
小
西
・
橋
本
1
4
や
。
。
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
〕

（
1
9
）
　
公
正
取
引
委
員
会
1
6
や
o

　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
〔

（
2
0
）
　
荻
原
2
9
℃
P
畠
o
i
－

　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

（
2
1
）
　
公
正
取
引
委
員
会
1
6
や
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

（
2
2
）
　
公
正
取
引
委
員
会
資
料
で
は
昭
和
四
一
年
の
総
合
類
型
で
ビ
ー

　
ル
　
板
ガ
ラ
ス
産
業
は
高
度
寡
占
型
ω
に
、
ア
ル
ミ
精
錬
業
は
高
度

　
寡
占
型
⑭
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
公
正
取
引
委
員
会
瑚
勺
■
s
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

（
2
3
）
　
本
資
料
の
入
手
に
あ
た
り
日
本
大
挙
の
菊
池
敏
夫
教
授
、
千
葉

　
商
科
大
単
の
中
村
寿
雄
助
教
授
に
は
大
変
御
世
話
に
な
う
た
。
記
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
て
謝
し
た
い
。
な
お
中
村
晦
は
本
調
査
（
文
献
ω
）
第
一
章
の
簡
潔
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な
要
約
で
あ
る
。

（
2
4
）
　
山
口
大
調
査
は
大
企
業
の
投
資
行
動
分
析
が
中
心
テ
ー
マ
で
あ

　
り
、
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
調
査
は
価
格
設
定
と
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
ヘ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
対
応
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
村
2
6
勺
勺
・
ω
さ
ー
o
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
〕

（
％
）
　
文
献
1
2
勺
N
0
。
第
一
－
九
表
に
よ
れ
ぱ
五
社
未
満
の
企
業
か

　
　
　
　
　
〔

・
ら
構
成
さ
れ
る
産
業
に
お
い
て
も
需
給
決
定
型
の
価
楮
決
定
方
法
が

　
採
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
百
祉
以
上
の
企
業
数
を
持
つ
産
業
で
も
ト
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